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表紙によせて
ライフサイクルに沿った健康 P7 水道のはなし① ー

管理を⑤ 大陰城ゆかりの地③

プレミアム付き長浜町商品券 P8 ルポ

を販売します P9 表彰文芸

いんふおめーしょん 「高兵高校JIこズームイン l
年金コーナー人権作文 1歳です

4月21日、白;竜の小野地

蔵尊祭りで餅撒きや子供相撲

大会などが行われ、大勢の来

場者で賑わっていました。
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特に年齢によって大きく分けることができます。子

一体、どういった時期なのかを考えてみましょう。

思春期は、その子供の年齢と性、

供たちが置かれている思春期とは、

フ}わがl安m貸手;コ
寸イdJ，，=ー供
、 ち

前思春期開.._，1 1歳)

特徴:心身ともに幼児性を残し、親としサ存在が必要不可欠。
かかわり:親子のコミュニケーションの基礎を形成する重要な

時期となるので、豊かな遊びゃ体験活動を十分行な
いましょう。

思春期初期(12---13歳の中学生前半の時期)
=第2次皮抗期

2 

特轍:屈理屈、劣等感、自己嫌悪の感情や正義感が見え隠れし
始め、たとえば「こんな子ではなかったのに」と戸惑い
を感じることがある。

かかわり:子供の発達を見ながら、優しさと厳しさとのバラン
スが取れた向き合い方を心がけましょう。

思春期中期(14.--1 5識の中学生後半の時期)

特徴:家族に対して何となくよそよそしく「他人」を感じさせる。親に対して無視したり、汚
い言葉を投げかけたりする今方、心の中では「自分のことをわかって欲しい。親から愛
されたしリと望んでいる。「こんな白分ではないはず、あんな自分であったならなあ」
と、心の中は、複雑怪奇でいわゆる「自分探し」を行なうようになる。体形全体の大人
化が進み、 4方精神的にはまだ子供で、性の悩みが強く支配する。

かかわり:親として「どんな時でもあなたを見捨ててはいない」というサインを出せるよう努
める。

3 

思春期後期(1告.-.1審議の富校生かs大学1年生くらいの時期)
特融:思春期中期の大揺れの時期は終わり、大人になることを意識し始める。 心は安定してく
るが、複雑によじれた部分を持っている。

かかわり:一人の人間として客観的に評価し、必要と認められる場合は、親が一人の社会人と
して意見を言うことも必要です。

4 

後思春期 (19--23歳の大学生かう就職1年くEうい的時期)民
J
M

特徴:就職、結婚が目の前の現実のものとなり、本当の意味での「社会で生きる大人」に向け、
「独り立ち」しなければと意識するようになる。
かかわり:子供が固有な人格を持った一人の社会人で、あ

ることを認め、子供の選択、決定、責任を最
大限に尊重することが重要です。

思春期を考える枠組み
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町官占日
昌

2
5

と

Eご違憲〕
O電話でのJt募は費付で奮ません。
i O会社、団体名等での応募は受付
で霊ません。 ! 
oa募はがきに記入漏れ菌所があ i
る場合i立、受付できません。
。引換に{土、感ずi亙{言はがきと購 i
入代金を持参して〈た、さしも o 

(代理人受取可)

。引換i立、引換期間中にしかでき
ません。 1 

0引換希望場所以外での引換はで
きません。 i 
Eお聞い合わせ]
役場経;斉課

(曾52-1111回構;2121)まで。
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長浜町では、町外への消費流出防止と、町内商庖の活性化を目的に、毎年プレミアム付き商品

券を販売しています。

毎回購入希望が多いため、今年度[立、プレミアム付書商品券の賑買を年 2囲(7月と12月)

し、今国{ま住寵はがきでの購入受付をすることとなり

ました。

皆さん、どしどしご応募ください。なお、応募が顕

号室帯、を超えた場合は抽選とさせていただきます。

[l頼書害額]4，000万円(8，000冊)

[~度売単位] 1冊(500円券11枚続り)

日藷入醒産額] 1人につき…最少 1冊(5 ， 000円)~

最高10冊(50，000円)まで。

E応募方法1往復はがきに、「購入希望金額・引換希
望場所。住所。氏名固電話番号」を記入

してごJ，ι募ください。(1人 1枚のみ。)
[f.i5募期間〕平成14年 6 月 1 日(土)~平成14年 6H

21日(金)までの当け消印有効。

E抽選結果3返信はがきでお知らせします。
E事l換場所〕役場窓口または各連絡所(喜多難巴櫛生・

出i匂大和・豊茂・白i屯)
日 l換期間〕平成14年 7 月 15 日(月)~平成1411三 7 月

19日(金)

日l換時間]0役場窓口..・午前9:30~午後4:30

0各連絡所・・ 0午前9:30~午後4:00

軍記事

裏

4斡h

してください。

購入希望金額

引換希望場所

f所王
氏名

電話番号 ， 
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室5E童手当牽
襲 受けてか
護 6月中に
j 現況届の提出を
児童手当(特例給付'及び就学

前特例給付を含む)をそけてい

る方は、毎年 6月中に「鬼童手

当現況JEiJJ を提出しなければな

りません。

この日は、IJj:王子 6月 1Bにお

ける11況を記載していただ、き、

児主子と!?合引き続き受ける要件

に該当 jるかどうかを確認する

大切な同です。この屈の提出が

ないと、 6月分以降の手斗1を J乙;

給することができない場台があ

りますので、必ず提出して〈記、

さし、。

ネ 受給者がサ号リーマン等の

主易詰「

つ年金加入証明書(国民年余

加入者は必要ありません)

今年の 1月 1目、受給者む

住所が長浜町{こなかった場合

C前佐所地の市包町村長が発

行する児童 F当用所符証明
書

ネ届出期問。..(:)月 1日~

6月30'， 
*日出場所・・・役場住民福祉課

または弁連絡所

※ 現況屈の用紙は、伐J場イキキ民

和祉課及び各連絡所にあります

tお聞い合わせ1設場住民福祉
課(告52・11110 (欄2071) まで。

露<<~:繊~~~~~~:錦盟主拙:雌概;:::;:;:::目i目指言語。:::::::::::æ ・3園樹

重吉電話帳命題較に

事 ご協力ください

NTT西日本では、「紙資涼

の有効利用・ごみの減量化J等
の実剥のため、「電話帳から電

話帳へ」の循環盟リサイクルシ

ステムの出発点となる、古電話

I阪の積極的な回収を実施してい

ま-9。

先月、新しい愛媛県版タウン

ページをお届けした際にも、 rlj

し、電話帳を回収させていただき

ましたが、まだご家庭に残って

しミる場合は、スタッフがヲlき取

りに伺います(無:["1)りと、下

記までj主l長:なくご連絡くださいc

古電話帳囲収r;:!L託尋逼絡先
タウンベージセンタ

0120-506-309 

⑦ n 

明暗圃:掠特撮蹴邸主;;;;:;:;:翻設定臨出::~:~::下草:か:~:~~~出;ιムL部

議本空4月JE~
現
;掠

議

? 
事業主の皆さん、改正法の内

容に沿った就業規則等の整備は

お済みですか。

男女労働者の皆さん、改正法

をはじめ、仕事と育児や介護の

i苛立を支援するさまざまな制度

が整柿 3れていることはご存じ

ですかυ

法律や諸制度の L仁li{1ずな知識を

持ち、育児ベコグヤ護をしながら働

き続けられる社会への玉刊誌づく

りを進め、仕事と京)立のrd!j立を

推進してし〉きましょう。

Eお問い合わせ]愛媛労働局雇
閤均等室(脅089-935-5222)ま

で。

わが国μ就労を目的として入

国、配fJfする外ド|人は、経済村

会の国際化の進展に伴ってずい

ぶん増加してきましたいそして

現在では、わが国の労働市場に

いろいろな影響を及ほーしていま

す。

事業主の皆さま、外['fil人労働

者の適正な雇用。労働条件の確

保と、不法就労問題にご理解、

ご協力をお闘し、しますo

Eお問い合わせ3ハローワ←ク

大洲(宮24司 3HJ )または、愛

媛労働崩(骨089-941-2併の)雪で。

県内の IT関連産業の人材有

J;J(:を図るため、 デジタルナ支千本J二に

|対連した作品のコシテストを開

催。作品を広く募集します。 県

内)主主の干辰興に告与すると思わ

れえら作品には、「えひめ IT大

賞(100万円)Jなどを長与しま
ーす

叫7与IjF'守l青争H二lWiCG、重J)rLiJr 
CG、ソフトウェア三小中学牛、
び)/1 tiHサ

{対象者l県内在住者、県出身
者(プ口、グループ可 j

{募集期間] - 9月30l::l (月)

必着

〔応可;方法】所定の応募申込書

に作品を添えて事務局まで。

Eお問い合わせ回申込先】えひ

め産業掘興財団産業情報センター

(干791-1101松山市久米窪田町4

87-2 :督。89回960-1110:土圃日 a

干冗日{木皇官:hHp: //lIIIww.ehime-

iinet圃or.jp)



遊び心の木工展

豊茂の清/J'(敏宏さんが、木板

に抗t'たユニークな似錦絵など

を中心に、約30点の作品が展示

されますc ぜひご来場くださ lィh

i期間] 6.~雪之 5 国 ~7 月 7 同

(月曜自体館冒午前 9時~午後

5 a寺)
日要戸日ふれ晶い会館ギャラりー

世

女性の

{目的 6月20IJ (木)午後 4

日寺~. 5 ß~ 

I場所】大iJl!保健所

思春期保健相談

[B H寺] 6月27日 (オミ)守二f灸1
同.~ 4時三

i場所]ノメガ11保健所
※上記、ともに要電話予約c 無

末十。

Eお問い合わせ圃予約先】
大洲保健所(宮 24-3165)

まで。

5定説関説
【LJ時] 6月 1!J日(金)午前

10時~午後 3時

I場所1大沙I!商工会館
{内容}税金に関すること全般

日H当l高松園税局税務相談室
松山分室

【お間レ令わせ〕大洲税務署総

務課(哲24-3115) まで。

5-

同丁では、下1;己のとおり風しん j二防接種を実施し空す。対象にな

る方は、この機会にぜひお是ヴください

{対象者】昭干口54年 4月 2日~昭和62:i1-10月 1r I生まれで、風し

ん予防提神を受けていない方

【接科時期l平成14年 7月22日() j )一 8月23日(金)
日妻種場所}町内委託医療機閃

i接種料金T無料(ただし、接種券が必要)
{申込締切] 6月28日 (ゴヶ)

Iそのイ也1巾:iZ三位には、後日、ナ妾手重注をお送りします。
i申込尭園お聞い舎わせ1畏浜町保健センター(詰ti2-30日.¥省)2
095) まで。

家族介護審へんパー(木ームヘパー
講習を受講す事

町内にf主所を有し、干成14年度中に家族介定者ヘルパ ~Ir高官を

受けられる方に、 1人 40.000円を限皮として予算の組問1)'.)

で補旦力会が支給されまヂ。

1 対象者

。おおむね65歳tJ、ヒのl出齢芦を
プト言葉してし、る方

。おおむね65蔵以上の首齢者を

介護したことのある }j

0おおむね(5)衣川、「ーの高齢者を

介護することが予想される方

2 申請から補助金の受領官で

三役補助金を受けようとする方は・・・

'1'請書を拠出してください r
女詩;IJ/[が修了したら・

研修修了報告書兼補助令詰求書を提出してください υ

添付資料

(む県指定訪問介護員養成研修 1級または 2級課程を修了したこ

左を証明でさる書類またはその与し

③受講料を支払ったことを証明できる書積またはその写し

Eお問い合わせ]役場保健介藍課高齢者介護保(宮52-1111闘(有

072) まで。

i新刊情報です ~長浜町立図書館~

書名 著者

つあかんべえ 宮部みゆき

Oまだ 17歳だけど、人生って面 (1 いと，IL~I、う

岩ì~U 大起

Og導犬:;;イールの一生 岩黒謙再

仁Jぷ援します、あなたの旅立ち

大平光代

。進化 4る高校、深化 Jる学び

菊地栄治
圃‘・田町四閉盟国園園田園田 E・Z圃・圃--・園園園田園明国圃圃圃冒圃闇園田園圏直.聞事問旬開・・凶岨幽.園田国国圃園田開冒周回国固.._~~==回国国..~~""



併記函君事時曾錦繍局品
60需がfうで、ちj壬憲加入できます

老齢1;tfi定年金をもらえる必要最低60)誌になるまでの期間で、満積の年金額に満たない/プや、

限の期間 (25年間)を満たしていない方は、 65歳に

なるまで任意加入できます。

老齢基礎年金を受けるための保険料の

納付期闘が不足する方i立、 70議まで加入

ることができます。

老齢基礎年金をもらえる必要最低限の期間 (25年

間)を満たしていない J;に対して、 H71和30{1"-4 JJ 1 

日主でに生まれた)Jを対象に、 70歳まで(必要な保

険料納付済期間を満たせるまで) [寸民年金に任:吾、加

入することができます。

国
語
の
時
間
に
、
点
字
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
点
字
と
い
う

一
の
は
、
目
の
不
口
由
な
人
が
、
指

一
で
さ
ぐ
っ
て
読
む
文
字
の
こ
と
で

一
す
。

国
わ
た
し
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

一
点
字
が
使
わ
れ
て
い
る
か
調
べ
て

一
み
ま
し
た
c

か
ん
ピ

1
ル
の
ふ
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一
の
と
こ
ろ
に
、
出
っ
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り
が
あ
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一
ま
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教
科
書
に
の
っ
て
い
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一
「
点
半
の
あ
い
う
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お
」
で
調
べ
て

一
み
る
と
、
「
キ
リ
ン
い
「
ビ
ー
ル
」

一
「
お
き
け
」
と
読
め
ま
し
た
。
か
ん

一
の
形
だ
け
で
は
、
お
き
け
な
の
か

一
ジ
ュ
ー
ス
な
の
か
見
分
け
が
つ
き

一
ま
せ
ん
。
点
字
が
読
め
る
と
よ
く

一
分
か
る
と
思
い
ま
し
た
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銀
行
の

一
お
金
を
お
ろ
す
機
械
に
も
点
字
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一
つ
い
て
い
ま
し
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。
で
も
、
わ
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一
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読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
点

一
宇
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
な

一
か
な
か
大
変
だ
と
思
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ま
す
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で

一
も
、
点
字
が
で
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お
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、

一
日
の
不
自
由
な
人
も
文
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読
め

一
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ば
ら
し

一
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と
思
い
ま
す
。

点
字
以
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に
も
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っ
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分
か

一
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よ
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に
な
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て
い
る
も
の
が
あ

一
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ま
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お
金
の
千
円
札
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、

一
下
の
す
み
に
丸
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一
つ
つ
い
て
い

一
ま
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c

五
千
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札
に
は
こ
っ
つ
い

一
て
い
ま
す
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そ
れ
で
医
別
が
つ
き

一
ま
す
。
道
路
に
は
、
点
字
ブ
ロ
ツ

ク
が
う
い
て
い
ま
す
(
信
号
機
で
信
号

が
変
わ
る
と
音
が
で
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

便
利
な
道
具
や
ト
刀
法
が
考
え
ら
れ
て
、

目
の
不
自
由
な
人
の
生
活
も
ず
い
ぶ
ん

楽
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
、
わ
た
し
の
学
校
に
目

の
不
自
由
な
子
が
転
校
し
て
来
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
、
日
を
つ
む
り

た
ま
ま
学
校
の
中
を
悲
い
て
み
ま
し
た
。

ト
イ
レ
に
行
く
と
き
は
、
教
室
を
山
る

「伝え合う心
犬切に」

ょ
生
集
年
弐

A守

M引

学
リ
川
↑

小
度
一

4

年
一

の
だ
か
ら
、
転
校
生
だ
っ
た
ら
す
一

ご
く
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
家
の
一

中
で
も
こ
れ
ほ
ど
大
変
な
の
だ
か
一

ら
、
外
に
で
る
と
も
っ
と
大
変
で
一

き
け
ん
が
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま
一

す。
目
を
つ
む
っ
て
歩
い
て
み
て
気
一

が
つ
い
た
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
り
一

ま
す
り
そ
れ
は
、
も
の
す
ご
く
こ
一

わ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
足
を
一
一

歩
出
す
の
も
そ
ろ
り
そ
ろ
り
で
ぴ
圃

く
び
く
し
ま
す
。
日
の
不
自
由
な
一

人
が
一
人
で
歩
く
の
に
は
す
ご
く
一

勇
試
が
い
る
と
思
い
ま

L
た

。

一

わ
た
し
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
一

き
る
か
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
一

は
、
そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
開

今
、
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
…

の
か
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
考
一

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
目
が
一

見
え
な
い
ま
ま
歩
く
こ
と
が
あ
ん
一

な
に
こ
わ
い
と
は
想
像
で
き
な
か
っ
固

た
よ
う
に
相
手
の
烹
坊
に
立
つ
こ
園

と
は
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
一

す
。
で
も
、
大
事
な
こ
と
で
す
。
目

今
度
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
一

た

ら

、

一

「
わ
た
し
に
お
手
伝
い
で
き
る
こ
一

と

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

」

一

ど
戸
を
か
け
て
、
少
し
で
も
役
に
画

立

ち

た

い

と

思

い

ま

す

。

圃

6~ 

の
に
一
苦
労
し
ま
し
た
。
ろ
う
下
は
、

か
べ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
か
べ
を

さ
わ
っ
て
歩
く
と
少
し
は
簡
単
で
し
た
。

階
段
も
、
手
す
り
が
あ
る
の
で
早
く
歩

け
ま
し
た
。
音
楽
主
に
入
る
と
、
広
く

て
、
ど
こ
に
机
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
に

ピ
ア
ノ
が
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
け
ど
、
と

う
と
う
す
わ
り
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
こ
に
な
に
が
あ
る
か
分
か
っ
て
い
る

わ
た
し
で
も
、
す
ぐ
に
迷
っ
て
し
ま
う
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毎年 6月 1日から 1週間は全国水近週間です。これは水道について広く国民の理解と関心

を深め、水道事主の今後の発展に資するために設けられたもので、全国各地でさまざまな取

り組みが行われます。

長浜町でもこの週間にあわせて、円k道は豊かな社会のいのちづな」とのキャッチフレ←

ズで、皆保にご利用いただいております水喧について、ぬ設や配水管などの重点点J去を実施

します。施設の管理や漏水などについてお気づきの点は、遠慮なく生活環境課へご連桁くだ

さしミ。

これからも長浜町では、より安全でおいしいオくを提供できるよう、経営の合理化、経費の

節減、事務の改善などを図りながら、水道事業

を進めてまいります。

皆さんも、この機会に水道の大切さについて

考えてみてください。

d
M
V
A
V
A
Y
A
Y
f
x
ω
l
u
rム
Y
A
Y
A
V
A
V
A
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シリース、

功
(
下
額
戒
)
一

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

一

一

一

大
陰
城
跡
は
、
同
り
が
急
峻
な
一

地
形
で
あ
る
た
め
、
畑
等
に
転
用
一

き
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
ま
た
、
一

後
で
述
べ
る
が
、
地
域
の
人
た
ち
一

の
畏
敬
と
却
し
み
を
込
め
て
祭
ら
一

れ
て
い
る
「
御
五
輪
さ
ん
」
そ
し
一

て
、
毎
年
行
わ
れ
る
「
お
こ
も
り
」
一

を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
切
一

に
遺
構
が
残
さ
れ
て
き
た
点
で
、
-

大

変

貴

重

な

直

跡

で

あ

る

。

一
・・」

井

大
陰
域

左
凶
の
よ
う
に
、
木
丸
「
東
山
六
十

五
一
灯
、
南
北
十
八
j

二
十
九
日
~

出
九
(
出
場
と
も
一
一
一
口
わ
れ
る
。
東
何
八

十
一
一
一
ド
川
市
北
十
八
j
二
十
八
げ
川
)
・

二
の
丸
・
一
二
の
丸
・
腰
郭
が
造
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
米
悼
の
滝
の
域
と
連

絡
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
峰
火
台
や
、
石

川
市
と
し
ま
で
造
ら
れ
て
い
る
。
(
故
丘
一

刻
一
止
氏
の
「
実
測
大
陰
城
」
よ
り
抜
粋
c

以
F
、
多
数
引
用
。
詳
し
く
は
、
「
実

測
大
除
域
」
を
見

大陰t成

7 



由
来
り
あ
る
教
育
E

畳
間
目
指
し
て

ー
教
育
事
始
め
式

1

四
月
十
一
日
、
平
成
十
四
年
度
長
浜

町
教
育
事
始
め
式
が
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
教
育
関
係
者
ら
約
二

百
人
が
参
加
し
た
。

新
任
教
職
員
紹
介
、
教
育
基
本
方
針

説
明
に
引
き
続
き
、
国
立
教
育
政
策
研

究
所
高
等
教
育
研
究
部
総
括
研
究
官
の

菊
地
栄
治
氏
(
豊
茂
出
身
)
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。

現
在
の
教
育
課
題
が
い
か
に
し
て
生

じ
て
い
る
の
か
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

「
地
域
に
聞
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を

地
域
を
あ
げ
て

ー
出
海
ふ
れ
あ
い
祭
り

1

四
月
二
十
八
日
、
出
海
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
山
海
ふ
れ
あ
い
祭

り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
大
勢

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

六
凶
日
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

地
域
の
活
性
化
と
、
住
民
ら
の
ふ
れ
あ

い
を
凶
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

会
場
で
は
、
趣
味
の
作
品
展
や
各
種

パ
ザ

1
、
出
屈
の
ほ
か
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
シ
ョ
ー
や
嵐
太
鼓
の
演
奏
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
来

実
施
す
る
際
の
視
点
が
提
示
さ
れ
る
な

ど
、
参
加
者
ら
は
、
地
域
の
具
体
的
な

取
り
組
み
事
例
を
ま
じ
え
た
話
に
、
じ
っ

と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

場
者
ら
は
、
う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し

の
中
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
。

車問水

豪
君
、
り
居
眠
勝

講演を行う菊地栄治先生

ー
沖
浦
観
音
少
年
剣
道
大
会

1

四
月
十
七
日
、
長
浜
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
第
十
五
同
沖
浦
観
音
奉
納
少

年
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小

学
生
主
十
四
人
が
参
加
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

男
子
抵
学
年

〔
優
勝
〕
清
水
豪
(
白
滝
小
)

〔
準
優
勝
〕
後
藤
義
樹
(
喜
多
離
小
)

男
子
中
学
年

〔
優
勝
〕
成
田
大
空
(
長
浜
小
)

門
準
一
程
勝
〕
中
見
聡
志
(
長
浜
小
)

〔
第
三
位
〕
大
山
達
也
(
豊
茂
小
)

男
子
高
学
年

〔
優
勝
〕
大
石
直
人
(
大
和
小
)

〔
準
優
勝
〕
米
川
成
彦
(
長
浜
小
)

楽しかったジャグリングショー

〔
第
三
位
]
吉
村
達
也
(
大
和
小
)

女
子
低
学
年

〔
優
勝
〕
村
上
沼
璃
(
長
浜
小
)

〔
準
優
勝
〕
宮
本
亜
弓
(
大
和
小
)

女
子
高
学
年

〔
擾
勝
〕
漬
田
早
紀
(
長
浜
小
)

〔
準
優
勝
〕
東
瀬
奈
(
喜
多
灘
小
)

〔
第
三
曲
〕
神
田
美
和
子
(
長
浜
小
)

大
田
楓
秀
君
、
b
霞
勝

ー
小
野
地
蔵
尊
祭
り

子
供
相
撲
大
会

1

熱戦力、、展開された少年剣道大会

四
月
二
十
一
日
、
白
滝
・
柴
小
学
校

の
男
子
児
童
が
参
加
し
て
、
恒
例
の
小

野
地
蔵
尊
祭
り
奉
納
子
供
相
撲
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

門
優
勝
]
大
田
菰
秀
(
白
滝
小
)

〔
準
一
慢
勝
〕
東
本
直
哉
(
白
滝
小
)

〔
第
一
ニ
一
位
〕
児
玉
亮
太
(
白
滝
小
)

ニ
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
優
勝
〕
岡
崎
誠
(
柴
小
)

門
準
優
勝
〕
桜
田
康
允
(
白
滝
小
)

〔
第
三
位
〕
後
藤
一
弥
(
白
滝
小
)

三
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
優
勝
]
高
石
茂
宏
(
白
滝
小
)

〔
準
優
勝
〕
東
心
五
日
(
白
滝
小
)

〔
第
=
一
世
〕
上
満
正
之
(
白
滝
小
)

四
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
優
勝
〕
L
L
一
回
期
太
(
柴
小
)

〔
準
用
館
勝
〕
池
田
周
平
(
ム
円
滝
小
)

〔
第
一
一
一
位
〕
柿
見
涼
(
白
滝
小
)

五
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
霞
勝
〕
尾
上
大
海
(
白
滝
小
)

〔
準
優
勝
〕
東
大
貴
(
白
滝
小
)

〔
第
三
位
〕
児
玉
洋
間
(
白
滝
小
)

六
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

[
優
勝
〕
上
満
研
五
口
(
白
滝
小
)

〔
準
優
勝
〕
尾
上
久
晃
(
白
滝
小
)

〔
第
三
位
〕
太
田
光
介
(
柴
小
)

主
人
抜
き
復
勝
者

〔
一
年
〕
大
田
現
秀
(
白
滝
小
)

〔
二
年
〕
岡
崎
誠
(
柴
小
)

〔
三
年
〕
ヒ
満
一
止
之
(
白
滝
小
)

〔
四
年
〕
上
田
知
太
(
柴
小
)

〔
五
年
〕
尾
L
L
一
大
海
(
白
滝
小
)

〔
六
年
〕
上
満
研
五
υ
(
白
滝
小
)

力強い取り組みを見せた子供相撲大会

-8-
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思
上
国
出
藤
野
明
さ

中
野
五
位
一
寸
瑞
輩
童

五
月
卜
日
、
東
点
で
春
の
叙
勲
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
白
滝
の
上
田
秀
明
さ
ん

(七
U
J
は
永
年
に
わ
た
る
郵
政
事

業
功
労
に
よ
り
勲
五
等
瑞
宝
章
を
そ
-
草

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
、
三
」
ざ
い
ま

す。，・・・四国間冒---司 E・・ R 幽回目回目固 Z 圃園田四四圃 a ・圃白幽圃圃園開園・ E 聞朝間同 E 幽圃_..口嗣
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夢
が
実
現
で
き
る
よ
う
な
、
大
き
い
人
間
に

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

(
父
リ
健
一
ム
さ
ん
・
母
U
静
香
さ
ん

平成13年 6月13日生まれ

山
華
や
げ
る
官
は
な
け
れ
ど
穏
し
く
も
占

受章された上田秀明さん

き
家
守
h
リ
つ
、
包
涼
め
ゆ
く

兵

藤

郎

若
き
日
は
苦
に
な
ら
ざ
り
し
乗
杭
の
陪

段
卜
り
手
摺
り
持
ち
降
り

平

見

朝

子

田
の
中
を
歩
く
四
羽
の
白
鷺
の

U
ば
し

み尽蚤 示?ミ
バ音き
スのを
f宇ひ 71さ
にま き
日にて
り間見
ゆ西る
る
鴬
σコ
声品
キ

ミ長
し

山

外
地
よ
り
え
の
誕
生
日
忘
れ
ず
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
く
れ
ぬ
長
男
夫
婦
は

お己

I

l

H

マ了

抗

日

zZ
寸

H
出
海
小
学
校

H

い
ち
ご
が
り
お
い
し
い
に
お
い
い
っ
ぱ

い

だ

一

年

畑

中

諒

太

な
の
は
な
の
じ
ゅ
う
た
ん
み
た
い
だ
ね

む

り

た

い

二

年

橋

本

志

宏

子
級
国
ロ
シ
ア
ヒ
マ
ワ
リ
め
が
出
た
よ

東

浦

山
の
花
風
に
つ
ら
れ
て
お
ど
っ
て
る

同

年

鈴

木

彩

未

新
学
期
さ
く
ら
の
花
が
き
れ
い
だ
な

五

年

篠

原

誠

さ
く
ら
ん
ぼ
赤
い
ほ
っ
ぺ
だ
あ
ま
い
か

な

六

年

門

口

和

真

ツ
バ
メ
の
来
怠
庫
と
家
に
一
つ
ず
つ
一

六

年

畑

山

洋

平

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
赤
白
黄
色
ど
れ
買
お
、
っ

松
本
英
国
十
一

三
年

ノ¥

年

f 

一「一

先
生
は
さ
く
ら
の
花
と
さ
よ
う
な
ら

一

二

年

米

田

彩

華

春
風
に
花
び
ら
そ
よ
そ
よ
流
れ
て
く
る

田
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ー 皆さんご存じの「長高水族館Jが、最近 E ? 
jメキメキ進歩しています寸 震 i
i 今右とから、開館時間と内容が次のとおり 警護憲 i 
i変わりましたので、お知らせします。もち 醤 ; 
jろん、人は制:1で、楽しいセミナ}も始 五二 i稲
!まりました。皆さんのご来館を心からお待 置 h 
jちしています。-義姉 F 

j醒諸藍竪1空¥ト}目 j部
1 (お問い合わせ〕長浜高等学校(脅盟国125高....I 
~ 1)まで。 永富 i

プぐ三路計 l
議 整不欝噂蕗 LjLf 

.轟縄選麓ギ私4ぶ73言!
i璽;ど欄 lプ潤腕麟壇画欝議 )~ザ i 
Z静ilV 与掲額欝輔醗調醸覇圃 ツ詳診;

j栄町長浜高校} こズームィ ;;1いi:一←随才 j i 
E時掲載していきます。!! t 

-~附IJの同ラム] 二!
! I 011:0ト 13:00自由見学 I i 
i 川l州~川本公開(飼育担当生徒による &:~~ÍJ) 11 
~ I の解説、体験コーナー有り) ， ~ 
~ I 015:00~ 16:00川館セミナー(毎月講師とテーマ I， 
| が変わります)香

i 1 016:00~17:00 有志生徒数員 一位参加者による If 
; I 高校前の海岸清掃(バーベキュー有り) 11 

-9-
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日曜日 イ'丁ー 事 名 場 所 時 間

16 日
第 6回長浜バレーポール大 スポーツセンター 9:00~ 
A企h
τE 

19 水 ぴん・缶収集日

20 木 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 9:00~11:30 

21 金 有害ごみ収集日

25 火 不用犬回収日

26 水
ベッ トボトル ・発泡スチ口ー

ル収集日

28 :i: 、
結核 ・肺がん ・基本健診 i中浦公民館 13:00~ 14:30 
粗大ごみ収集日

3 水 ぴん・缶収集団

5 金 古紙・紙パック収集日

7 日 第25回長浜卓球大会 スポツセンター 8:30~ 

9 火 乳がん・子宮がん検診 豊茂公民館 13:00~ 14:00 

社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 1 O :OO~ 15:30 
10 水 ペッ トボ トル・発泡スチ口

ル収集日

大腸がん検診容器配布 今坊しおさい館 9:00~1 0:00 

11 木
乳がん・子宮がん検診 白滝公民館 13:00~ 14:00 

育児サークル・歯みがき相 1 0:00~1 1 :30 
談・育児相談

保健センター

12 ノ1、L 1 j設6か月児・ 3歳児健診 13:00~ 13:30 

燃やさないごみ収集日
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6月 1日は鮎漁の解禁日のところが多い。

鮎は秋に生まれ、翌年の秋、川を下り下流
ねん S ょ

で産卵して一生を終わる。「年魚」と呼ば

れるゆえんである。鮎は神代の昔から神聖

な魚として尊ばれ、またその香り高い食味

が好まれ、多様な調理法を生んだ。一貫 し

て日本の魚食文化 の代表であっ犬二。

「鮎の瀬越」頭 ・内臓・ひれ ・を除き、
たで

輪切りにして、毒事酢で食べる 。 「あぶり焼

き」活きのよい鮎を串に挿し、炭火の周り

に立てて焼く 。 「鮎飯」炊き込みご飯。 ご

飯が噴いたら、軽く白焼きにした鮎をのせ
d 

て炊きあげる 。 「鮎の盆景 仕立て」 京都武

船ひろやで、清流を湖る鮎の姿を映した涼

味満点の盛り付け。 「鮎の姿鮪」聞いた鮎

を酢で締め、ご飯を詰めて鮎の形にする 。

その他、鮎の形をした干菓子も作った。

藤原京跡や平城京跡から出土する荷札木
ニう'"う

簡には、 年魚が :全国から貢納されたことが
日え

言己されてし、る。 鮎は天皇への世や、神社に
し/ω叫tノν 〈 も'コ

おける神餓や供物として利用されていたこ

とがわかる。 鮎はその後も供牧バコ貢 納品と
2当，云」、ヵ"，

して利用されてきた。 京の都では、大堰川

産の鮎を生きたまま運ぶ「鮎の道」が発達

し犬二。

鮎は北海道から沖縄まで 日本の)11に広く

分布する。春、稚自己1が 川 の下流や河口部か

ら一斉 に川をさかのぼる。 初 夏 には中流域

に達して定着生活を送る。この際、 川 の石
"，、そう

に付着する珪藻をこすり取って食べる 。 そ

して秋に産卵のために川 を下り、産卵後そ

の 一 生を終わる。

I，(!，:.の生態を巧みに利用し、 季節に応じた

さまざまな鮎漁が日本各地に発達した。 鮎

の「なわばり」習性を利用した友釣りは、

江戸初期に考案されたとされる 。 )11を上っ
たり下ったりする時期には、梁柄、・釣り漁・

網漁が行われる。 夏の風物詩となる鵜飼い

漁は、 定着期の鮎を狙うもの。 鮎好きの日

本人は、鮎をめぐっていろいろな食文化 を

発達させ犬二。

選士宮な水 量の肱川、 大 掛|の鵜飼いは全 国

に知られ、観光客 も年々増加して いること

は頼もしく、 一層の発展を祈る。
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人口・世帯数のうごき

4月 末現在 前月との比較

9，524人 20人i成
A 口 (男 4，497人) (男 3人減 )

女 5，027人 女17人滅

世帯数 3，593世帯 1世帯増
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